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※都合により誌面が変更される場合がございます。

今年もまた 4 月がやってきました。4 月は春というだけでなく，日本人にとっていろい
ろなことの始まりの季節です。実は春が季節の最初という考えは，西洋にもあり，イ

タリア語では primavera，フランス語では printemps というように　語の頭に pri-という
「最初」と言う意味の接頭辞が付きます。つまり，季節は春から始まるという意味を持って
います。また，プラハの春，アラブの春といった政治や社会の抑圧された体制が劇的に自
由で開かれた方向に変化することにも「春」という言葉が使われているように，明るい自
由な社会を手にするといった意味もあると思います。このように春を待ち望む気持ちはど
の民族にもあるのかもしれませんが，学校も会社も家庭もすべての人が「始まり」を 4 月
に持ってくる日本人にとって，やはり 4 月はとても意味のある季節です。留学しやすくす
るために，また留学生を受け入れしやすいように大学の 9 月入学をもくろんでも，なかな
か広まらないことや，プロサッカーを本場のヨーロッパや南米のように秋冬制にしようと
してもなかなか同意を得られないことも，もしかすると日本は 1 月あるいは 4 月という

「春」の始まりのわくわく感を忘れられないためかもしれません。
　このように春はスタートの季節です。今までなんとなくできなかったこと，やらなかっ
たこと，勉強もプライベートも含めて出発がしやすい時期です。昨今の社会は，どうもド
ロップアウトを怖がり，できるだけ失敗しないようにすることを良しとするようです。そ
して一度できないことがあったり，人と違う結果になったりすると，もうそこから立ちあ
がれないように，その人自身も周りもそう思う。これはとても残念なことです。先日の国
際女性デイの時に，キャロライン・ケネディ駐日米大使が 10 代の女の子に向けて「間違
うことは悪いことじゃない。間違うことで未来が形づくられることもある。間違いや失敗
は恐れるものではない」というメッセージをあてたことを聞きました。道を外れること，
違う道を通ってみることを恐れないことをこの春から自分の生き方として試してみるのも
良いのではないでしょうか。また違った自分を見つけられるような気がします。
	 編集委員　西脇恵子
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